
１ 　施設名
医療法人名古屋　○○病院

２   代表者職・氏名
理事長　○○ ○○

３　 施設の所在地
名古屋市中区三の丸三丁目１－２

４ 　補助事業名

令和４年度愛知県医療従事者応援金

５ 　補助金確定額
1,000,000 円

６ 　仕入控除税額の概要
　

  別紙概要

　補助金の使途が非課税仕入に該当するため、補助金に係る消費税及び地方消費
税の仕入控除税額がない。

記入例①

（返還なし）

入力シートから自動転記されます。

返納額がない場合、作成してください。

入力シートから自動転記されます。

入力シートから自動転記されます。

プルダウンから該当する理由を選択してください。

入力シートから自動転記されます。



別紙計算書

円
※黄色い網掛け部分を記載してください（①～③は、該当するものにプルダウンで「○」を選択してください）

（課税売上割合）
課税資産の譲渡等の対価の額 円 ････　ａ
資産の譲渡等の対価の額 円 ････　ｂ

課税売上割合　ａ／ｂ＝ ････　c
　※自動で計算されますが、税額控除の計算で端数処理している場合には、端数処理した金額を直接入力してください
　　（注：申告書に記載された％をそのまま入力するわけではありません）

①課税売上割合が９５％以上かつ課税売上高が５億円以下の法人等の場合（全額控除）
■補助金対象経費の内訳（補助金確定額ではなく補助金により購入等をした経費の内訳です）

（円）

（仕入控除税額（返還額）） （補助金確定額×１０／１１０×(ｄ／ｆ))＋
（補助金確定額×　８／１０８×(ｅ／ｆ))＝ 円

○ ②一括比例配分方式により消費税の申告を行っている場合
■補助金対象経費の内訳（補助金確定額ではなく補助金により購入等をした経費の内訳です）

（円）

（仕入控除税額（返還額）） （補助金確定額×１０／１１０×ｃ×(ｇ／ｉ))＋
（補助金確定額×　８／１０８×ｃ×(ｈ／ｉ))＝ 円

③個別対応方式により消費税の申告を行っている場合
■補助金対象経費の内訳（補助金確定額ではなく補助金により購入等をした経費の内訳です） （円）

（仕入控除税額（返還額）） （補助金確定額×１０／１１０×(ｊ／ｎ))＋（補助金確定額×１０／１１０×ｃ×(ｋ／ｎ))＋
（補助金確定額×　８／１０８×(ｌ／ｎ))＋（補助金確定額×　８／１０８×ｃ×(ｍ／ｎ))＝

円

0 0
ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ

0
合　　計 0 0 0 0 0 0

0
0

0
0

0
0

0
0

課税売上
対 応 分

共通対応分
非課税売上
対　応　分

課税売上
対 応 分

共通対応分
非課税売上
対　応　分

ｇ ｈ ｉ

13,891

対象経費の内訳
課税仕入額（１０％分） 課税仕入額（８％分） 非課税・

不課税仕入
額

合　　計

0
合　　計 1,806,250 127,500 2,316,250 4,250,000

0
0

0
0

役務費 106,250 42,500 148,750
需用費 127,500 127,500

人件費 2,231,250 2,231,250
備品購入費 1,700,000 42,500 1,742,500

ｄ ｅ ｆ

対象経費の内訳
課税仕入額

（１０％）
課税仕入額

（８％）
非課税・

不課税仕入額
合　　計

0
合　　計 0 0 0 0

0
0

0
0

0
0

0
0

0.08

対象経費の内訳
課税仕入額

（１０％）
課税仕入額

（８％）
非課税・

不課税仕入額
合　　計

施 設 （ 病 院 ） 名 ○○病院
補 助 金 確 定 額 4,250,000

8,000,000
100,000,000

補 助 事 業 年 度 令和４年度
補 助 事 業 名 愛知県医療従事者応援金
団 体 名 医療法人名古屋

記入例②
（明確・一括・９５％未満）

返納額がある場合、作成してください。

【一括比例配分方式】で消費税を申告して

おり、補助金の使途が【明確】である場合

の作成例

入力シートら自

動転記されます。

自動計算されます。

合計欄は自動計算されます。

【仕入控除税額】が自動計算されます。

※こちらの金額を「別紙様式第７号」の ２

（要補助金返還相当額）に転記してください。

対象経費の内訳を記入してください。
（内訳の項目名は任意で設定してください。）

こちらをご選択ください。

確定申告書類から転記してください。



別紙計算書

円
※黄色い網掛け部分を記載してください（①～③は、該当するものにプルダウンで「○」を選択してください）

（課税売上割合）
課税資産の譲渡等の対価の額 円 ････　ａ
資産の譲渡等の対価の額 円 ････　ｂ

課税売上割合　ａ／ｂ＝ ････　c
　※自動で計算されますが、税額控除の計算で端数処理している場合には、端数処理した金額を直接入力してください
　　（注：申告書に記載された％をそのまま入力するわけではありません）

①課税売上割合が９５％以上かつ課税売上高が５億円以下の法人等の場合（全額控除）
■補助金対象経費の内訳（補助金確定額ではなく補助金により購入等をした経費の内訳です）

（円）

（仕入控除税額（返還額）） （補助金確定額×１０／１１０×(ｄ／ｆ))＋
（補助金確定額×　８／１０８×(ｅ／ｆ))＝ 円

○ ②一括比例配分方式により消費税の申告を行っている場合
■補助金対象経費の内訳（補助金確定額ではなく補助金により購入等をした経費の内訳です）

（円）

（仕入控除税額（返還額）） （補助金確定額×１０／１１０×ｃ×(ｇ／ｉ))＋
（補助金確定額×　８／１０８×ｃ×(ｈ／ｉ))＝ 円

③個別対応方式により消費税の申告を行っている場合
■補助金対象経費の内訳（補助金確定額ではなく補助金により購入等をした経費の内訳です） （円）

（仕入控除税額（返還額）） （補助金確定額×１０／１１０×(ｊ／ｎ))＋（補助金確定額×１０／１１０×ｃ×(ｋ／ｎ))＋
（補助金確定額×　８／１０８×(ｌ／ｎ))＋（補助金確定額×　８／１０８×ｃ×(ｍ／ｎ))＝

円

0 0
ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ

0
合　　計 0 0 0 0 0 0

0
0

0
0

0
0

0
0

課税売上
対 応 分

共通対応分
非課税売上
対　応　分

課税売上
対 応 分

共通対応分
非課税売上
対　応　分

ｇ ｈ ｉ

13,891

対象経費の内訳
課税仕入額（１０％分） 課税仕入額（８％分） 非課税・

不課税仕入
額

合　　計

0
合　　計 85,000,000 6,000,000 109,000,000 200,000,000

0
0

0
0

役務費 5,000,000 2,000,000 7,000,000
需用費 6,000,000 6,000,000

人件費 105,000,000 105,000,000
備品購入費 80,000,000 2,000,000 82,000,000

ｄ ｅ ｆ

対象経費の内訳
課税仕入額

（１０％）
課税仕入額

（８％）
非課税・

不課税仕入額
合　　計

0
合　　計 0 0 0 0

0
0

0
0

0
0

0
0

0.08

対象経費の内訳
課税仕入額

（１０％）
課税仕入額

（８％）
非課税・

不課税仕入額
合　　計

施 設 （ 病 院 ） 名 ○○病院
補 助 金 確 定 額 4,250,000

8,000,000
100,000,000

補 助 事 業 年 度 令和４年度
補 助 事 業 名 愛知県医療従事者応援金
団 体 名 医療法人名古屋

記入例③
（不明確・一括・９５％未満）

返納額がある場合、作成してください。

【一括比例配分方式】で消費税を申告して

おり、補助金の使途が【不明確】である場

合の作成例

入力シートから

自動転記されま

す。

自動計算されます。

合計欄は自動計算されます。

【仕入控除税額】が自動計算されます。

※こちらの金額を「別紙様式第７号」の ２

（要補助金返還相当額）に転記してください。

対象経費の内訳を記入してください。
（内訳の項目名は任意で設定してください。）

こちらをご選択ください。

確定申告書類から転記してください。



別紙計算書

円
※黄色い網掛け部分を記載してください（①～③は、該当するものにプルダウンで「○」を選択してください）

（課税売上割合）
課税資産の譲渡等の対価の額 円 ････　ａ
資産の譲渡等の対価の額 円 ････　ｂ

課税売上割合　ａ／ｂ＝ ････　c
　※自動で計算されますが、税額控除の計算で端数処理している場合には、端数処理した金額を直接入力してください
　　（注：申告書に記載された％をそのまま入力するわけではありません）

①課税売上割合が９５％以上かつ課税売上高が５億円以下の法人等の場合（全額控除）
■補助金対象経費の内訳（補助金確定額ではなく補助金により購入等をした経費の内訳です）

（円）

（仕入控除税額（返還額）） （補助金確定額×１０／１１０×(ｄ／ｆ))＋
（補助金確定額×　８／１０８×(ｅ／ｆ))＝ 円

②一括比例配分方式により消費税の申告を行っている場合
■補助金対象経費の内訳（補助金確定額ではなく補助金により購入等をした経費の内訳です）

（円）

（仕入控除税額（返還額）） （補助金確定額×１０／１１０×ｃ×(ｇ／ｉ))＋
（補助金確定額×　８／１０８×ｃ×(ｈ／ｉ))＝ 円

○ ③個別対応方式により消費税の申告を行っている場合
■補助金対象経費の内訳（補助金確定額ではなく補助金により購入等をした経費の内訳です） （円）

（仕入控除税額（返還額）） （補助金確定額×１０／１１０×(ｊ／ｎ))＋（補助金確定額×１０／１１０×ｃ×(ｋ／ｎ))＋
（補助金確定額×　８／１０８×(ｌ／ｎ))＋（補助金確定額×　８／１０８×ｃ×(ｍ／ｎ))＝

円13,891

2,316,250 4,250,000
ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ

0
合　　計 0 1,806,250 0 0 127,500 0

0
0

0
0

148,750
需用費 127,500 127,500

42,500 1,742,500
役務費 106,250 42,500

2,231,250 2,231,250
備品購入費 1,700,000
人件費

課税売上
対 応 分

共通対応分
非課税売上
対　応　分

課税売上
対 応 分

共通対応分
非課税売上
対　応　分

ｇ ｈ ｉ

対象経費の内訳
課税仕入額（１０％分） 課税仕入額（８％分）

非課税・
不課税仕入額

合　　計

0
合　　計 0 0 0 0

0
0

0
0

0
0

0
0

ｄ ｅ ｆ

対象経費の内訳
課税仕入額

（１０％）
課税仕入額

（８％）
非課税・

不課税仕入額
合　　計

0
合　　計 0 0 0 0

0
0

0
0

0
0

0
0

0.08

対象経費の内訳
課税仕入額

（１０％）
課税仕入額

（８％）
非課税・

不課税仕入額
合　　計

施 設 （ 病 院 ） 名 ○○病院
補 助 金 確 定 額 4,250,000

8,000,000
100,000,000

補 助 事 業 年 度 令和４年度
補 助 事 業 名 愛知県医療従事者応援金
団 体 名 医療法人名古屋

記入例④
（明確・個別・９５％未満）

返納額がある場合、作成してください。

【個別対応方式】で消費税を申告しており、

補助金の使途が【明確】である場合の作成

例

入力シートから

自動転記されま

す。

自動計算されます。

合計欄は自動計算されます。

【仕入控除税額】が自動計算されます。

※こちらの金額を「別紙様式第７号」の ２

（要補助金返還相当額）に転記してください。

対象経費の内訳を記入してください。
（内訳の項目名は任意で設定してください。）

こちらをご選択ください。

確定申告書類から転記してください。



別紙計算書

円
※黄色い網掛け部分を記載してください（①～③は、該当するものにプルダウンで「○」を選択してください）

（課税売上割合）
課税資産の譲渡等の対価の額 円 ････　ａ
資産の譲渡等の対価の額 円 ････　ｂ

課税売上割合　ａ／ｂ＝ ････　c
　※自動で計算されますが、税額控除の計算で端数処理している場合には、端数処理した金額を直接入力してください
　　（注：申告書に記載された％をそのまま入力するわけではありません）

①課税売上割合が９５％以上かつ課税売上高が５億円以下の法人等の場合（全額控除）
■補助金対象経費の内訳（補助金確定額ではなく補助金により購入等をした経費の内訳です）

（円）

（仕入控除税額（返還額）） （補助金確定額×１０／１１０×(ｄ／ｆ))＋
（補助金確定額×　８／１０８×(ｅ／ｆ))＝ 円

②一括比例配分方式により消費税の申告を行っている場合
■補助金対象経費の内訳（補助金確定額ではなく補助金により購入等をした経費の内訳です）

（円）

（仕入控除税額（返還額）） （補助金確定額×１０／１１０×ｃ×(ｇ／ｉ))＋
（補助金確定額×　８／１０８×ｃ×(ｈ／ｉ))＝ 円

○ ③個別対応方式により消費税の申告を行っている場合
■補助金対象経費の内訳（補助金確定額ではなく補助金により購入等をした経費の内訳です） （円）

（仕入控除税額（返還額）） （補助金確定額×１０／１１０×(ｊ／ｎ))＋（補助金確定額×１０／１１０×ｃ×(ｋ／ｎ))＋
（補助金確定額×　８／１０８×(ｌ／ｎ))＋（補助金確定額×　８／１０８×ｃ×(ｍ／ｎ))＝

円13,891

109,000,000 200,000,000
ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ

0
合　　計 0 85,000,000 0 0 6,000,000 0

0
0

0
0

7,000,000
需用費 6,000,000 6,000,000

2,000,000 82,000,000
役務費 5,000,000 2,000,000

105,000,000 105,000,000
備品購入費 80,000,000
人件費

課税売上
対 応 分

共通対応分
非課税売上
対　応　分

課税売上
対 応 分

共通対応分
非課税売上
対　応　分

ｇ ｈ ｉ

対象経費の内訳
課税仕入額（１０％分） 課税仕入額（８％分）

非課税・
不課税仕入額

合　　計

0
合　　計 0 0 0 0

0
0

0
0

0
0

0
0

ｄ ｅ ｆ

対象経費の内訳
課税仕入額

（１０％）
課税仕入額

（８％）
非課税・

不課税仕入額
合　　計

0
合　　計 0 0 0 0

0
0

0
0

0
0

0
0

0.08

対象経費の内訳
課税仕入額

（１０％）
課税仕入額

（８％）
非課税・

不課税仕入額
合　　計

施 設 （ 病 院 ） 名 ○○病院
補 助 金 確 定 額 4,250,000

8,000,000
100,000,000

補 助 事 業 年 度 令和４年度
補 助 事 業 名 愛知県医療従事者応援金
団 体 名 医療法人名古屋

記入例⑤
（不明確・個別・９５％未満）

返納額がある場合、作成してください。

【個別対応方式】で消費税を申告しており、

補助金の使途が【不明確】である場合の作成

例

入力シート

から自動転

記されます。

自動計算されます。

合計欄は自動計算されます。

【仕入控除税額】が自動計算されます。

※こちらの金額を「別紙様式第７号」の ２

（要補助金返還相当額）に転記してください。

対象経費の内訳を記入してください。
（内訳の項目名は任意で設定してください。）

こちらをご選択ください。

確定申告書類から転記してください。



別紙計算書

円
※黄色い網掛け部分を記載してください（①～③は、該当するものにプルダウンで「○」を選択してください）

（課税売上割合）
課税資産の譲渡等の対価の額 円 ････　ａ
資産の譲渡等の対価の額 円 ････　ｂ

課税売上割合　ａ／ｂ＝ ････　c
　※自動で計算されますが、税額控除の計算で端数処理している場合には、端数処理した金額を直接入力してください
　　（注：申告書に記載された％をそのまま入力するわけではありません）

○ ①課税売上割合が９５％以上かつ課税売上高が５億円以下の法人等の場合（全額控除）
■補助金対象経費の内訳（補助金確定額ではなく補助金により購入等をした経費の内訳です）

（円）

（仕入控除税額（返還額）） （補助金確定額×１０／１１０×(ｄ／ｆ))＋
（補助金確定額×　８／１０８×(ｅ／ｆ))＝ 円

②一括比例配分方式により消費税の申告を行っている場合
■補助金対象経費の内訳（補助金確定額ではなく補助金により購入等をした経費の内訳です）

（円）

（仕入控除税額（返還額）） （補助金確定額×１０／１１０×ｃ×(ｇ／ｉ))＋
（補助金確定額×　８／１０８×ｃ×(ｈ／ｉ))＝ 円

③個別対応方式により消費税の申告を行っている場合
■補助金対象経費の内訳（補助金確定額ではなく補助金により購入等をした経費の内訳です） （円）

（仕入控除税額（返還額）） （補助金確定額×１０／１１０×(ｊ／ｎ))＋（補助金確定額×１０／１１０×ｃ×(ｋ／ｎ))＋
（補助金確定額×　８／１０８×(ｌ／ｎ))＋（補助金確定額×　８／１０８×ｃ×(ｍ／ｎ))＝

円

0 0
ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ

0
合　　計 0 0 0 0 0 0

0
0

0
0

0
0

0
0

課税売上
対 応 分

共通対応分
非課税売上
対　応　分

課税売上
対 応 分

共通対応分
非課税売上
対　応　分

ｇ ｈ ｉ

対象経費の内訳
課税仕入額（１０％分） 課税仕入額（８％分）

非課税・
不課税仕入額

合　　計

0
合　　計 0 0 0 0

0
0

0
0

0
0

0
0

ｄ ｅ ｆ

384,216

対象経費の内訳
課税仕入額

（１０％）
課税仕入額

（８％）
非課税・

不課税仕入額
合　　計

0
合　　計 4,122,500 127,500 0 4,250,000

0
0

0
0

役務費 148,750 148,750
需用費 127,500 127,500

人件費 2,231,250 2,231,250
備品購入費 1,742,500 1,742,500

0.95

対象経費の内訳
課税仕入額

（１０％）
課税仕入額

（８％）
非課税・

不課税仕入額
合　　計

施 設 （ 病 院 ） 名 ○○病院
補 助 金 確 定 額 4,250,000

9,500,000
10,000,000

補 助 事 業 年 度 令和４年度
補 助 事 業 名 愛知県医療従事者応援金
団 体 名 医療法人名古屋

記入例⑥
（９５％以上、５億円以下の法人等）

返納額がある場合、作成してください。

【全額控除】
課税売上割合が９５％以上かつ課税売上高

が

５億円以下の法人等の場合の作成例

入力シート

から自動転

記されます。

自動計算されます。

【仕入控除税額】が自動計算されます。

※こちらの金額を「別紙様式第７号」の ２

（要補助金返還相当額）に転記してください。

対象経費の内訳を記入してください。
（内訳の項目名は任意で設定してください。）

こちらをご選択ください。

確定申告書類から転記してください。

合計欄は自動計算されます。


